
　7年8カ月の安倍自公政権は、安保法制＝戦争法の強行や、２度にわたる消費税増税など、民
主主義も、暮らしも、外交も、破壊してきました。
　森友・加計、「桜を見る会」疑惑など、国政を私物化し、「政府統計」や「公文書の改ざん」、虚偽
答弁など、政治への信頼を大きく傷つけました。
　辞任で幕引きにはできない。「安倍政治」の根本的な転換が必要です。

7期20年のキャリアで、国会論戦の先頭に
　いち早くコロナ問題を国会で取り上げ、PCR検査の抜本的強化、医
療機関への経営支援、自粛と一体の補償の改善に貢献。
　豪雨災害や噴火災害が起これば、現場の声を力に、被災者支援や、
災害救助制度の前進と改善を勝ち取っています。
　党国会対策委員長代理として、モリ、カケ、桜といった安倍首相の
国政私物化を告発、検察庁法改定案を廃案に追い込むなど、市民と
野党の共闘の前進に力を発揮。野党連合政権実現に全力をつくして
います。

「雪辱果たし今度こそ国会へ」
　「新型コロナ禍」で、保育園や学童保育、児童養護施設、児童相談所
のみなさんと懇談を重ね、「臨時交付金」の拡充と周知に力を尽くし
てきました。「すぐに、政府に動いてくれ、さすが前職」の声が。
　虐待を受けたり、居場所がない若者への10万円「特別給付金」支
給を実現するために、支援団体のみなさんと連携、地方議員と役所に
足を運び、一つ一つ解決。「保育料の返還、認可外保育園にも」の実
現に尽力。
　「野党連合政権で消費税減税の実現を」その先頭に立っています。

しおかわてつや・58歳╱1961年埼玉県日高市生まれ。
都立大学卒。党幹部会委員、衆議院議員7期。党国会対
策委員長代理、衆議院内閣委員。議員運営委員。

うめむらさえこ・56歳╱1964年愛知県生まれ。立命館
大学卒。衆議院議員1期。党中央委員・子どもの権利委
員会 責任者。消費税をなくす全国の会常任世話人。

　きたるべき総選挙で、市民と野党の共闘の勝利、日本共産党の躍進で「安倍
政治」を名実ともに終わらせる、野党連合政権を確立しましょう。
　①憲法にもとづき、立憲主義、民主主義、平和主義を回復する。
　②格差をただし、暮らし・家計応援第一の政治にきりかえる。
　③多様性をたいせつにし、個人の尊厳を尊重する政治を築く。
　「暮らしに希望がもてる、新しい日本」をともに実現しましょう。
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野党連合政権で「3つの転換」を
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北関東4県
心ひとつに116万票 宣伝、対話・支持拡大にふみだそう！

衆院比例代表は「 」と政党名で
お書き下さい

●反貧困ネットワーク電話相談を激励（埼玉）

●昨年台風19号・栃木県鹿沼市

●草津町観光協会会長と懇談

個人名
は無効

●昨年台風19号・茨城県水戸市 ●フラワーデモ・宇都宮に参加

●入間基地市民集会で講演

●須藤英仁群馬医師会長と懇談 ●東海第二原発反対集会に参加
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国民の苦難解決が立党の精神。全国
の草の根で日夜活動しています。

異常な「財界中心」「アメリカいいなり」
の政治を転換し、「国民が主人公」の
日本をつくるのが目標です。

市民と野党の共闘を進め、立憲主義、
民主主義、平和主義の「あたりまえの
政治」を実現するために、誠実に、全
力をつくしています。

貧富の格差拡大と環境破壊が深刻
化する資本主義をのりこえて、すべて
の人間の自由で全面的な発展をめざ
す社会主義・共産主義をめざしてい
ます。

　コロナ危機のもとで、世界でも
日本でも、新自由主義の破綻が明
らかになりました。
　ポストコロナを展望し、自己責
任でなく、人々 が支えあう、新しい
日本と世界をつくりましょう。

①ケアに手厚い社会をつくる
②人間らしく働ける労働のルール
をつくる

③一人ひとりの学びを保障する社
会をつくる

④危機にゆとりをもって対応でき
る強い経済をつくる

⑤科学を尊重し、国民に信頼され
る政治をつくる

⑥文化、芸術を大切にする国をつ
くる

⑦ジェンダー平等社会をつくる


